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公
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
（
一
）

─
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
議
論
─
─

柴　
　

田　
　

尭　
　

史

は 

じ 

め 

に

第
一
章　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
具
体
例
と
概
念
─
─
一
九
九
〇
年
代

　

第
一
節　
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
─
─
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
フ
ォ
ス
ク
ー
レ

　

 

（
1
）
従
来
の
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

　

 

（
2
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
と
機
能

　

 

（
3
）
小
括
─
─
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
に
よ
る
「
統
合
」（
以
上
、
本
号
）

　

第
二
節　
「
大
学
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
─
─
ハ
ン
ス-

ハ
イ
ン
リ
ヒ
＝
ト
ゥ
ル
ー
テ

　

 

（
1
）
自
立
し
た
行
政
単
位
の
民
主
的
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

 

（
2
）
大
学
・
研
究
機
関
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
─
─
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
論

　

 

（
3
）
小
括

　

第
三
節　

分
析

第
二
章　
「
概
念
論
」
へ
の
回
帰
─
─
二
〇
〇
〇
年
代

　

第
一
節　
「
総
論
」
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
─
─
「
行
政
法
総
論
改
革
」
に
お
け
る
構
造
化

　

 

（
1
）
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
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（
2
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
＝
カ
ー
ル

　

 

（
3
）
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
の
緻
密
化
─
─
多
様
性
、
憲
法
上
の
基
盤
、
お
よ
び
実
効
性

　

 

（
4
）
小
括

　

第
二
節　
「
権
力
分
立
」
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
 

（
1
）「
権
力
分
立
」
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
─
─
ク
リ
ス
ト
フ
＝
メ
ラ
ー
ス

　
 

（
2
）
ラ
ル
フ
＝
ポ
ッ
シ
ャ
ー

　

 
（
3
）
小
括

　

第
三
節　

分
析

お 

わ 

り 
に

は 

じ 

め 

に

 

（
1
）
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的　
　

本
稿
は
、
前
稿
「『
公
法
』
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
─
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
─
─
」
の
続
編
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
を
た
ど
っ
た

た
め
、
一
九
五
〇
年
代
の
カ
ー
ル
＝
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
議
論
か
ら
一
九
八
四
年
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
プ
ス
の
論
文
ま
で
を

主
に
取
り
扱
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ク
レ
プ
ス
以
降
の
議
論
は
、
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ
ン
の
議
論
を
若
干
言
及
す
る

に
と
ど
め
た
。
そ
の
最
後
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
の
検
討
、
そ
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
現
象
に
関
す

る
研
究
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
指
摘
し
た
。
本
稿
は
、
前
者
の
課
題
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

　

詳
細
は
第
一
章
で
取
り
上
げ
る
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
議
論
の
検
討
に
譲
る
と
し
て
、
前
稿
の
結
論
の
み
を
示
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、「
国
家
論
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
日
々
行
わ
れ
る
決
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
視
点
の
転
換
」
で
あ
る
。
従
来
通

（
1
）
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説
と
さ
れ
て
き
た
「
国
家
論
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
は
、
典
型
的
に
は
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
構
想
で
あ
る
。
レ
ー
ヴ
ェ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
政
策
決
定
、
政
策
執
行
、
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
新
た
な
国
家
機
能
の
三
区
分
を
構
想
す
る
。
そ
の
際
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
あ
る
機
関
が
単
独
で
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
複
数
の
機
関
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。

そ
の
目
的
と
機
能
は
、
力
の
濫
用
の
防
止
と
国
民
の
権
利
保
障
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
日
々
行
わ
れ
る
決
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
を
代
表
す
る
の
が
、
ク
レ
プ
ス
で
あ
る
。
そ
の
議
論
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
「〝
で
あ
る-

価
値
〟
と
〝
で
あ
る
べ
き-

価
値
〟

の
比
較
（V

ergleich eines Soll-W
ertes m

it Ist-W
ert

）」
と
定
義
し
、
そ
れ
を
国
家
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
の
要
素
に
す
る
。

国
家
機
関
に
よ
る
権
限
行
使
は
、
決
定
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
決
定
権
限
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
決
定
権
限
は
、
権

力
分
立
に
よ
っ
て
国
家
機
関
に
配
分
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ク
レ
プ
ス
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
よ
う
な
「
新
た
な
三
区
分
」

を
必
要
と
せ
ず
、
む
し
ろ
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
枠
内
、
つ
ま
り
権
力
分
立
論
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
目
的
と
機
能
は
、
国
家
に
よ
る
決
定
の
合
理
化
で
あ
る
。「
国
家
論
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
背
景
に
は
、
共
産
主

義
や
全
体
主
義
の
恐
怖
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
権
力
の
濫
用
や
権
利
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
日
々
行
わ
れ
る
決
定

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
永
続
性
に
注
目
し
て
い
る
。

　

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、
目
的
、
お
よ
び
機
能
を
問
い
、
そ
れ
ら
を
明
確
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ク

レ
プ
ス
論
文
が
公
表
さ
れ
て
以
降
、
ド
イ
ツ
公
法
学
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
論
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ

と
が
、
本
稿
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
プ
ス
の
議
論
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ド
イ
ツ
公
法
学
で
受
容

さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
排
除
さ
れ
た
の
か
が
、
ま
ず
問
題
と
な
る
。
ク
レ
プ
ス
の
議
論
が
受
容
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
改
鋳
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
ク
レ
プ
ス
以
前
の
議
論
、
つ
ま
り
従
来
の
通
説
と
さ
れ

た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
が
、
今
日
ま
で
影
響
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
か
も
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
従
来
の
通
説
が
、
ど
の
よ
う
に

（
2
）
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引
継
が
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
克
服
さ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

 
（
2
）
本
稿
の
方
法
と
対
象
の
限
定　
　

時
間
軸
で
は
、
本
稿
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
て
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
学
説
上
の
議
論
を
精
査
す
る
方
法
を
と
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
日
で
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、

目
的
、
お
よ
び
機
能
が
問
わ
れ
続
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
国
内
外
で
統
治
構
造
の
変
化
の
激
し
い
現
在
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
で
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
が
変
容
し
て
い
る
か

を
問
う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
と
同
様
に
変
化
の
激
し
い
日
本
に
と
っ
て
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
で
、
国
内
で

は
、
従
来
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
と
さ
れ
て
き
た
行
政
の
構
造
変
化
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
例
外
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

「
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
も
っ
た
一
体
の
行
政
」
と
い
う
観
念
が
か
つ
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
五
年
頃
か
ら
先
進
国
で
行
わ
れ
た
行

政
改
革
に
よ
っ
て
、「
ス
リ
ム
な
国
家
」
─
─
そ
の
内
実
は
ス
リ
ム
な
「
行
政
」
─
─
が
目
指
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
よ
う
な
観
念
自
体

が
大
き
く
変
化
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
自
体
が
疑
わ
れ
さ
え
し
て
い
る
。
他
方
、
国
外
で
現
在
も
進
行
し
て
い
る
「
国
際
化
」（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
も
）
に
よ
っ
て
、
直
前
に
述
べ
た
「
行
政
の
構
造
」
だ
け
で
な
く
、
従
来
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
主
体

と
い
わ
れ
て
き
た
議
会
も
、
そ
の
在
り
方
が
変
化
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は
、
一
立
法
期
で
四
〇
〇
〇
件
弱
の
Ｅ

Ｕ
に
か
か
わ
る
議
案
が
提
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
議
会
の
相
対
化
、
法
律
の
制
御
力
の
低
下
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
叫
ば
れ
て

い
る
。
議
会
の
地
位
の
相
対
化
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
国
内
の
政
治
状
況
に
起
因
し
て
い
る
が
、
学
説
上
も
、
実
務
上
も

窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
政
治
主
導
」
─
─
内
実
は
「
内
閣
」
主
導
で
あ
っ
た
が
─
─
と
い
う
実
務
上
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、

学
説
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
国
民
内
閣
制
」
論
に
お
け
る
議
会
の
位
置
づ
け
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で
あ
る
。

　

ま
た
、
裁
判
所
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
従
来
か
ら
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
従
来
の
議
論
で
は
、
裁
判
所
の
役
割
は
、
第

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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一
に
権
利
保
護
で
あ
り
、
第
二
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
な
統
治
構
造
の
変
化
の
中
で
、
裁
判
所

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
に
注
目
し
、
他
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
等
閑
に
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
が
公
法
学
に

お
い
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
日
本
で
は
そ
も
そ
も
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
」
そ
れ
自
体
を
問
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
議

論
が
深
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
日
本
の
状
況
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、
目
的
、
お
よ
び
機
能
を
問
い
、
そ
れ

ら
を
明
確
化
す
る
」
た
め
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
議
論
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
も
、
戦
後
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
議
論

を
取
り
扱
う
こ
と
と
同
じ
く
、
そ
れ
自
体
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
検
討
の
対
象
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
、
目
的
、
お
よ
び
機
能
に
限
定
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
「
現
象
」

を
検
討
す
る
前
に
、
そ
れ
ら
を
問
い
、
議
論
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 

（
3
）
本
稿
の
構
成　
　

前
稿
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
の
傾
向
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
論
の
傾
向
と
年
代
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
、「
年
代
」、
す
な
わ
ち
一
九
九
〇
年
代
と
二
〇
〇
〇
年
代
で
形
式
的

に
区
別
を
し
、
議
論
を
検
討
す
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
構
成
と
関
連
し
て
、
取
り
上
げ
る
素
材
に
つ
い
て
説
明
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
裁
判
官

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
大
学
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
公
法
学
に
お
け
る
従
来
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
典
型
的
で

は
な
く
、
む
し
ろ
避
け
ら
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
従
来
の
考
え
方
に
対
し
て
、
九
〇
年
代
に
論
じ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
具

体
例
は
、
八
〇
年
代
の
議
論
の
転
回
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
テ
ー
マ
化
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
で
取
り

上
げ
る
二
つ
の
具
体
例
は
、
ど
の
よ
う
に
八
〇
年
代
の
議
論
が
九
〇
年
代
に
影
響
し
た
の
か
、
を
示
す
「
典
型
例
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
本
稿
で
は
、「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
大
学
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
二
つ
の
例
を
取
り
上
げ
、
論
じ
る
。

（
7
）

（
8
）
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そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ま
ず
一
九
九
〇
年
代
の
議
論
（
第
一
章
）、
次
に
二
〇
〇
〇
年
代
（
第
二
章
）
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。
最
後

に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
議
論
の
傾
向
を
示
し
、
そ
こ
で
ク
レ
プ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
が
ど
の
よ
う
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
批
判
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
ク
レ
プ
ス
以
前
の
議
論
が
ど
の
点
が
生
残
り
、
ど
の
点
が
克
服
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す

る
（
お
わ
り
に
）。

第
一
章　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
具
体
例
と
そ
の
概
念
─
─
一
九
九
〇
年
代

　

本
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
か
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
フ
ォ

ス
ク
ー
レ
と
ハ
ン
ス-

ハ
イ
ン
リ
ヒ
＝
ト
ゥ
ル
ー
テ
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
る
。

第
一
節　
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
─
─
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
フ
ォ
ス
ク
ー
レ

　

チ
ュ
ー
リ
ヒ
学
派
の
代
表
者
と
し
て
活
躍
し
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
＝
ケ
ー
ギ
は
、
一
九
六
二
年
に
公
表
し
た
権
力
分
立
の
論
文
に
お
い
て
、

「『
力
の
法
則
』
に
か
か
わ
る
認
識
」
を
指
摘
し
た
。
そ
の
認
識
に
よ
れ
ば
、「
制
約
さ
れ
ず
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
な
い
力
は
、
必
然

的
に
濫
用
、
恣
意
、
自
由
と
正
義
の
危
険
に
至
ら
ざ
る
を
え
な
い
。」
こ
の
指
摘
が
、
現
在
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
長
官
を
務
め
、
ド
イ

ツ
に
お
い
て
学
界
だ
け
で
な
く
、
社
会
で
も
注
目
を
集
め
る
国
法
学
者
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
博
士
論
文
『
裁
判
官
か
ら
の
権
利
保
護
─
─

基
本
法
一
九
条
四
項
を
背
景
と
し
て
憲
法
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
第
三
権
力
を
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
』
の
問
題
意
識
を

喚
起
し
た
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
問
題
意
識
は
、
こ
の
力
に
裁
判
官
は
含
ま
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
換
言
す
る
と
、
裁
判
官
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
は
、
従
来
の
学
説
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
従
来
の
学
説

が
、
基
本
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
裁
判
官
の
独
立
」（
基
本
法
九
七
条
一
項
）
を
根
拠
と
し
て
、
裁
判
官
を
基
本
法
の
コ
ン
ト
ロ
ー

（
9
）
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ル
・
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
権
力
分
立
に
統
合
す
る
こ
と
を
考
え
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
か
ら
二
つ
の
問
い
が

立
て
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、「
基
本
法
一
九
条
四
項
が
権
利
保
護
を
保
障
し
て
い
な
い
裁
判
官
に
よ
る
措
置
の
質0

は
ど
の
よ
う
に
調
達

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
基
本
法
一
九
条
四
項
の
通
説
に
よ
る
解

釈
が
問
題
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
通
説
は
次
の
二
つ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
第
一
に
、
同
条
は
「
裁
判
官
か
ら
で
は
な
く
、

裁
判
官
に
よ
っ
て
」
保
護
す
る
趣
旨
の
規
定
と
解
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
に
、
同
条
に
お
い
て
「
公
権
力
」
と
明
記

さ
れ
た
権
利
保
護
の
対
象
に
裁
判
官
に
よ
る
行
為
が
含
ま
れ
な
い
、
と
解
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
、「
ど
の
程
度
、
市

民
は
、
裁
判
官
に
よ
る
支
配
行
為
に
対
し
て
憲
法
上
防
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」、
と
い
う
原
則
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ

の
問
題
も
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
問
い
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
他

の
権
力
に
よ
る
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
規
定
し
た
基
本
法
一

九
条
四
項
の
枠
内
で
、「
作
用
内
部
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、
つ
ま
り
「
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
問
題
に
し
て
い

る
。
よ
り
端
的
に
は
、「
規
律
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
包
括
的
な
シ
ス
テ
ム
た
る
基
本
法
の
構
想
に
鑑
み
て
、
…
…
、
国
家
の
支
柱
と
し

て
能
動
的
に
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
と
し
て
）、
そ
し
て
受
動
的
に
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
と
し
て
）
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
」
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る
た
め
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
概
念
と

機
能
に
つ
い
て
論
じ
る
。

 

（
1
）
従
来
の
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」　　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
従
来
の
議
論
を

検
討
す
る
。
基
本
法
に
お
い
て
裁
判
官
の
独
立
（
基
本
法
九
七
条
一
項
）
が
保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
官
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
以
前
に
こ
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
裁
判
官
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
以
下
の
制
度
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
①
法
律
へ
の
拘
束
、
②
人
で
あ
る
裁
判
官
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
③

（
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大
統
領
の
恩
赦
権
、
④
裁
判
の
公
開
の
原
則
、
⑤
裁
判
官
の
忌
避
と
回
避
、
⑥
当
事
者
の
参
加
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
⑦
判
決
に
対

す
る
憲
法
異
議
、
そ
し
て
⑧
そ
の
他
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
②
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
五
つ
、
す

な
わ
ち
、
刑
事
訴
追
、
民
事
法
上
の
賠
償
責
任
、
勤
務
監
督
、
懲
戒
手
続
、
お
よ
び
裁
判
官
の
弾
劾
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
他
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
、
合
議
制
と
裁
判
官
の
倫
理
を
内
容
と
し
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
従
来
の
議
論
の
枠
組
み
に
即
し
て
、
フ
ォ
ク
ス
ー
レ
の
議
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
す
る
。

①
法
律
へ
の
拘
束　
　

基
本
法
一
条
三
項
、
二
〇
条
三
項
、
お
よ
び
九
七
条
一
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
法
律
へ
の
拘
束
は
、
事
実
上
、

裁
判
官
に
よ
る
「
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
請
」
に
な
る
。
そ
れ
は
、
裁
判
官
の
独
立
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ど
の

程
度
裁
判
官
が
そ
の
判
決
に
お
い
て
法
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
う
る
の
か
」
は
裁
判
官
に
任
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。
裁
判
官
が

こ
の
要
請
を
実
施
す
る
か
は
、
裁
判
官
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
た
と
え
ば
性
格
の
安
定
、
判
断
力
、
意
思
の
強
さ
な
ど
の
問
題
と
な

る
。
そ
う
す
る
と
、
合
理
的
に
判
決
を
下
す
裁
判
官
の
善
良
な
意
思
や
能
力
が
信
頼
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

他
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
つ
ね
に
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
律
へ
の
拘
束
は
、
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
原
理
的
に
必
要
で
あ
る

こ
と
を
何
も
変
え
な
い
。

②
人
で
あ
る
裁
判
官
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン　
　

こ
の
中
か
ら
は
、
勤
務
監
督
と
懲
戒
手
続
を
取
り
上
げ
る
。
刑
事
法
と
民
事
法
に

お
い
て
裁
判
官
の
活
動
に
つ
い
て
責
任
を
問
う
制
度
も
、
裁
判
官
の
弾
劾
の
要
件
も
日
本
と
は
違
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
裁
判
官
法
二
六
条
で
は
裁
判
官
に
対
す
る
勤
務
監
督
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
勤
務
監
督
と
は
、「
官
吏
が
義
務
に
適
っ
て
行

動
し
て
い
る
か
、
官
吏
の
行
動
を
観
察
し
、
そ
の
勤
務
上
の
活
動
に
あ
た
っ
て
官
吏
を
指
揮
、
命
令
、
お
よ
び
評
価
し
、
な
ら
び
に
、

法
律
や
勤
務
規
則
に
反
す
る
行
動
を
理
由
と
し
て
、
官
吏
を
譴
責
す
る
上
司
の
権
能
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
勤
務
監
督
は
、
裁
判

官
の
独
立
と
緊
張
関
係
に
あ
り
、
裁
判
官
の
独
立
の
侵
害
と
い
う
重
大
な
結
果
と
な
り
う
る
。
裁
判
官
法
二
六
条
一
項
は
「
裁
判
官
は
、

（
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そ
の
独
立
が
侵
害
さ
れ
な
い
限
り
で
、
勤
務
監
督
に
服
す
る
」
と
、
同
条
二
項
は
「
勤
務
監
督
は
、
第
一
項
に
留
意
し
、
秩
序
違
反
の

職
務
遂
行
を
問
責
し
、
職
務
の
秩
序
に
適
切
で
遅
滞
な
い
処
理
を
勧
告
す
る
権
能
を
包
括
す
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
、
基
本
法
九
七

条
一
項
で
規
定
さ
れ
た
裁
判
官
の
独
立
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
本
条
を
め
ぐ
っ
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
司
法
活
動
の
「
秩
序
領

域
の
外
」
と
「
形
式
の
外
」
か
ら
司
法
活
動
の
「
核
心
領
域
」
を
区
別
す
る
解
釈
を
展
開
し
た
。
こ
の
「
核
心
領
域
」
は
、
判
決
活
動

そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
裁
判
に
と
っ
て
不
可
欠
で
、
そ
れ
と
直
接
に
結
び
つ
い
た
準
備
、
同
時
、
お
よ
び
事
後
の
活
動
で
あ
る
「
周

辺
」
も
内
容
と
す
る
。
つ
ま
り
、
勤
務
監
督
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
は
、
裁
判
官
法
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
裁
判
官
の
独

立
に
よ
っ
て
縮
減
さ
れ
、
た
と
え
ば
法
服
を
着
用
し
て
い
る
か
、
勤
務
時
間
内
に
裁
判
所
に
い
る
か
な
ど
に
制
限
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

勤
務
監
督
は
判
決
の
内
容
に
は
及
ば
な
い
。
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
例
外
と
し
て
及
ぶ
と
し
て
も
、「
法
律
上
ま
っ
た

く
も
っ
て
是
認
で
き
ず
、
最
高
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
に
違
背
し
、
そ
の
判
例
と
折
り
合
わ
な
い
理
由
づ
け
」
や
「
一
見
明
白
に
訴

訟
違
反
」
の
よ
う
な
事
例
く
ら
い
で
あ
る
。

　

懲
戒
手
続
の
対
象
は
、
勤
務
に
お
け
る
非
行
、
勤
務
上
の
義
務
の
有
責
な
違
反
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
懲
戒
手
続
は
勤
務
監
督
の
一

種
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
じ
る
問
題
も
同
じ
で
あ
り
、
制
限
と
そ
の
根
拠
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
官
の

独
立
が
懲
戒
手
続
の
制
限
と
な
る
。

　

冒
頭
に
示
し
た
五
つ
の
裁
判
官
へ
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
対
象
は
裁
判
官
の
独
立
の
保
障
に
よ
っ
て
極
め
て
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
裁
判
活
動
は
通
常
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
な

い
。
ま
っ
た
く
重
大
で
異
常
な
過
誤
が
例
外
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
裁
判
官
に

よ
る
判
決
の
発
見
の
合
理
性
を
促
す
こ
と
に
は
極
め
て
限
定
的
に
し
か
役
に
立
た
な
い
。
機
能
不
全
を
も
た
ら
す
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
副

作
用
の
た
め
に
、
裁
判
官
個
人
へ
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
裁
判
官
の
判
決
活
動
の
適
切
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
な
い
。
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③
大
統
領
の
恩
赦
権　
　

基
本
法
六
〇
条
二
項
は
、
大
統
領
に
恩
赦
権
を
認
め
て
い
る
。
通
常
、
恩
赦
権
は
、
裁
判
官
へ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
恩
赦
権
を
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
考
え
る
と
、
刑
事
判
決
と
刑
法
と
類
似
の
判
決
と
い

う
裁
判
官
に
よ
る
活
動
が
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
恩
赦
権
に
は
裁
判
官
へ
の
教
育
的
な
影

響
が
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
官
に
よ
る
判
決
は
権
力
分
立
を
理
由
と
し
て
恩
赦
権
に
よ
っ
て
破
棄
も
、
批
判
も
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

④
裁
判
の
公
開　
　

裁
判
の
公
開
は
、
国
民
が
裁
判
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
に
は
多
く
の
難
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
密
度
が
相
対
的
に
希
薄
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
が
不
明
確
で
あ
る
か
、
極
め
て
抽
象
的
に
し
か
規
定
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
公
開
原
理
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
強
調
す
る
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
は
裁
判
の
「
公
開
の
公
益
機
能
」
と
い
う
抽
象
性
に
霧

消
し
て
し
ま
う
。
裁
判
の
公
開
は
、
民
主
制
と
関
わ
り
、
公
衆
が
情
報
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
充
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

裁
判
の
公
開
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
考
え
る
と
、
そ
の
対
象
は
、
裁
判
と
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の
こ
と
に
関
わ
る
。
第
二
に
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
対
象
が
個
別
の
判
決
に
絞
ら
れ
た
と
し
て
も
、
判
決
の
発
見
に
直
接
に
影
響
す
る
こ
と
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
公
衆
に
よ
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
な
い
批
判
権
限
し
か
な
い
た
め
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
裁
判
官
の
独
立

と
私
的
領
域
の
保
護
と
の
厳
し
い
緊
張
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
公
衆
が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
刑
事
事
件
や
民
事
事
件
、
政
治
的
に
重
要
な
行
政
事
件
に
注
目
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑤
裁
判
官
の
忌
避
と
回
避　
　

裁
判
官
が
担
当
事
件
に
お
い
て
予
断
を
持
ち
、
公
平
な
裁
判
が
実
現
で
き
な
い
場
合
に
、
裁
判
官
は
、

み
ず
か
ら
回
避
す
る
か
、
一
方
当
事
者
か
ら
忌
避
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
理
性
に
基
づ
い
た
訴
訟
関
与
者
の
立
脚
点
か
ら
取
り

扱
わ
れ
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
こ
れ
ら
も
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
扱
う
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
は
、
裁
判
官
自

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）



公法学におけるコントロール概念の展開（一）

（阪大法学）64（5-243）　1241〔2015. 1 〕

体
で
あ
り
、
判
決
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
手
続
違
反
や
瑕
疵
あ
る
判
決
は
裁
判
官
の
拒
絶
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「
裁

判
官
の
偏
見
の
あ
る
態
度
が
手
続
違
反
と
瑕
疵
あ
る
判
決
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
ら
の
判
決
に
お
い
て
表
明
さ
れ
る
」
こ
と
に
有
利
に
働

く
理
由
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
少
し
違
う
、
と
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
忌
避
と
回
避
の
制
度
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
対
象
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
誤
っ
た
判
決
の
発
見
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
外
部
に
は
訴
訟
を

客
観
的
か
つ
偏
見
な
く
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
忌
避
と
回
避
は
手
続
の
合
理
性
を
促
す
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
、
と
フ
ォ

ス
ク
ー
レ
は
評
価
す
る
。

⑥
訴
訟
参
加
者
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル　
　

裁
判
官
は
、
判
決
活
動
の
間
、
当
事
者
や
弁
護
士
か
ら
の
観
察
、
批
判
、
お
よ
び
影
響
に

常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
見
な
し
う
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
裁
判
官
が
恣
意
的
に
法
的
聴
聞
に

違
反
し
た
と
し
て
も
、
法
的
聴
聞
に
は
多
く
の
場
合
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
の
影
響
が
制
約
さ

れ
る
、
と
い
う
欠
点
が
あ
る
と
述
べ
る
。

⑦
判
決
に
対
す
る
憲
法
異
議　
　

基
本
法
九
三
条
一
項
四
ａ
号
は
、
公
権
力
に
よ
る
基
本
権
の
侵
害
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
起
で
き

る
憲
法
異
議
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
憲
法
異
議
も
、
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
そ
の
機
能

に
欠
点
が
あ
る
、
と
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
述
べ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
憲
法
に
か
か
わ
る
争
訟
の
み
を
取
り
扱
う
た
め
、
憲
法
異
議
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基
準
も
憲
法
の
適
用
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
憲
法
異
議
に
お
い
て
原
々
審
や
原
審
が
行

っ
た
法
律
の
適
用
や
具
体
的
な
証
拠
の
評
価
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
。

⑧
そ
の
他
の
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル　
　

こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
憲
法
上
明
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
法
律
上
の
も
の
で
あ
る
。

合
議
制
と
裁
判
官
の
倫
理
に
分
け
ら
れ
る
。

ⅰ
）
合
議
制　
　

合
議
制
は
、
以
前
か
ら
裁
判
官
に
よ
る
判
決
の
発
見
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
さ
れ
て
き
た
。
裁
判
権
に
お
い
て
合
議
制

（
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を
窺
わ
せ
る
の
は
、
基
本
法
九
五
条
三
項
の
合
同
部
の
規
定
か
、
九
四
条
一
項
一
文
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
構
成
か
ら
で
あ
る
。
合
議

制
に
基
づ
く
決
定
は
、
民
主
制
の
弁
証
法-

対
審
構
造
に
一
致
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
作
用
単
位
の
中
で
複
数
の
人
が
外
部
に
向

け
た
一
体
の
国
家
に
よ
る
支
配
行
為
を
成
立
す
る
た
め
に
協
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
互
い
に
影
響
、
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
合
う
」「
機
関
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
原
型
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
主
観
的
な
決
定
の
動
因
の
中
立
化
、
裁
判
判
決
の
調
和
、
お
よ

び
正
確
性
の
保
障
と
合
議
制
は
結
び
つ
く
と
一
般
に
言
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
合
議
制
は
、
極
め
て
強
力
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
合
議
制
に
も
、
二
つ
の
制
約
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
情
報
に
お
け
る
優
位
と
い
う
制
約
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
判
決
を
起

案
す
る
主
任
裁
判
官
は
、
同
じ
合
議
体
に
属
す
る
裁
判
官
よ
り
も
事
案
に
つ
い
て
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
主
任
裁

判
官
に
他
の
裁
判
官
が
責
任
を
事
実
上
委
ね
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
二
つ
目
は
、
裁
判
長
の
優
越
す
る
地
位
に
、
同
じ
合
議
体
に
属

す
る
裁
判
官
は
依
存
す
る
、
と
い
う
制
約
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
長
に
他
の
裁
判
官
が
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
可
欠
な
距

離
と
客
観
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
は
、
機
能
不
全
を
も
た
ら
す
副
作
用
の
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
合
議
制
で
は
、
単
純
な

事
件
や
些
末
な
事
案
に
も
、
複
数
の
裁
判
官
が
必
要
と
な
り
、
手
続
が
仰
々
し
く
な
り
、
得
ら
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
密
度
に
比
べ
て
コ

ス
ト
が
か
か
る
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

ⅱ
）
倫
理　
　

裁
判
官
が
倫
理
と
宗
教
の
基
本
原
理
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
と
な
る
。
し
か
し
、
倫

理
と
い
う
枠
組
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基
準
は
、
公
正
の
概
念
と
同
じ
で
、
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
個
別
の
事
例
で
は
、
判
決
の
発
見
に
合

理
性
を
促
進
す
る
よ
う
に
影
響
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
裁
判
官
の
法
律
へ
の
拘
束
と
同
様
に
、
倫
理
の
戒
め

が
有
効
か
は
、
裁
判
官
の
人
格
に
依
存
す
る
。

⑨
ま
と
め　
　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
検
討
し
た
結
果
を
次
の
三
つ
に
ま
と
め
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
、
ま
た
は
基
準
が
範
囲
に
し
た
が
っ
て
強
く
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
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体
的
に
は
、
明
ら
か
に
法
律
違
反
の
判
決
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
が
、
裁
判
官
に
よ
る
力
の
行
使
の
大
部
分
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

な
い
。
そ
の
理
由
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
情
報
と
権
限
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
量
的
な
制
約
で
あ
り
、
裁
判

官
の
独
立
の
た
め
に
制
約
さ
れ
て
い
る
判
決
の
発
見
へ
の
影
響
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
る
。
第
二
は
、
機
能
不
全
を
も
た
ら
す
副
作
用

と
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
が
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
裁
判
官
の
独
立
の
保
障
内
容
へ
の
介
入
は
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
中
立
性
が
失
わ
れ
、「
中
立
な
手
続
」
に
応
じ
た
性
能
が
低
減
す
る
。
第
三
に
、
高
め
ら
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
強
度
か
ら
明
ら

か
に
な
る
の
は
、
手
続
の
統
合
さ
れ
た
構
成
部
分
と
し
て
効
率
的
で
合
理
的
な
進
行
に
向
け
ら
れ
て
い
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
対
象
が
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
裁
判
官
へ
の
外
部
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
2
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
と
機
能　
　

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
法
律
に
規
定
さ
れ
、
実
務
で
行
わ
れ
て
き

た
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
を
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
単
に
権
力
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
枠
組
み
に
裁
判
官
を
統
合
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
裁
判
官
に
よ
る
支
配
行
為
、
つ
ま
り
判
決
の

「
質
」
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
問
題
意
識
に
適
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
フ
ォ
ス

ク
ー
レ
は
、
従
来
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
を
そ
れ
ぞ
れ
再
検
討
す
る
こ
と
で
探
究
す
る
。

　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
自
身
の
後
の
説
明
と
は
逆
で
あ
る
が
、
三
つ
の
概
念
を
提
示
す
る
。「〝
で
あ
る
べ
き-

価
値
〟
と
〝
で
あ
る-

価
値
〟
の
比
較
」、「
逸
脱
分
析
（A

bw
eichungsanalyse

）」、
お
よ
び
「
ア
ン
グ
ロ-

サ
ク
ソ
ン
流
の
“control

”」
で
あ
る
。

①
「
力
の
相
互
の
限
定
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」　　

ⅰ
）
概
念
と
機
能　
　

こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
は
、
ア
ン
グ
ロ-

サ
ク
ソ
ン

流
の
“control

”と
い
う
広
い
理
解
と
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
語
で
は
「
嚮
導
（Lenkung

）」、「
制
御
（Steuerung

）」、
あ

る
い
は
「
指
導
（Führung

）」
で
あ
る
。
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
、「
逸
脱
分
析
に
基
づ
く
是
正
措
置
の
実
施
」、
あ
る
い
は
「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
客
体
へ
の
影
響
」
が
包
摂
さ
れ
る
。
ア
ン
グ
ロ-

ア
メ
リ
カ
の
権
力
分
立
原
理
、「
権
力
に
対
す
る
権
力
」
と
「
チ
ェ
ッ
ク
・
ア

（
34
）

（
35
）

（
36
）



論　　　説

（阪大法学）64（5-246）　1244〔2015. 1 〕

ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
起
源
か
ら
は
、「
力
の
行
使
を
相
互
に
抑
制
し
、
適
正
化
す
る
こ
と
」
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
と
な
る
。
ド

イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
見
解
の
代
表
者
は
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
三
区
分

を
提
示
し
、
そ
の
中
に
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
位
置
づ
け
、
行
使
の
態
様
を
阻
止
に
よ
る
か
、
協
働
に
よ
る
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
フ

ォ
ス
ク
ー
レ
は
、「
複
数
の
国
家
機
関
は
、
そ
れ
ら
が
力
の
行
使
を
分
担
す
る
た
め
に
、
国
家
意
思
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
憲
法

に
よ
っ
て
協
働
を
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
協
働
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
議
論
に
対
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
中
葉
か
ら
ス
イ
ス
国
法
学
か
ら
批
判
が
上
が
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
＝
ボ

イ
ム
リ
ン
は
、「
協
働
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
理
論
」
を
提
示
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
偏
在
性
と
永
続
性
を
唱
え
、
批
判
す
る
。
第
二

に
、
ク
ル
ト
＝
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
批
判
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
「
審
査
」
の
要
素
が
そ
も
そ
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
意
義
に
即
し
た
正
し
い
決
定
が
な
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
踏
ま
え
た
上
で
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
「
力
の

相
互
の
限
定
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
特
徴
づ
け
る
。
こ
の
見
解
は
、
力
の
担
い
手
の
行
動
が
事
前
の
基
準
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
の
独
自
の
決
定
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
決
定
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
は
他
者
の

決
定
に
修
正
的
に
影
響
で
き
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
に
は
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
欠
け
れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。
し

か
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
命
令
と
は
異
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
決
定
の
担
い
手
ど
う
し
の
距
離
を
、
さ
ら
に
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
者
の
決
定
の
余
地
を
も
必
要
と
す
る
。

ⅱ
）
問
題
点　
　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
問
題
と
す
る
と
き
、
裁
判
官
の
「
力
」
が
取
り

込
め
な
い
、
と
い
う
こ
の
議
論
の
限
界
が
現
れ
る
。「
…
…
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
本
質
的
な
課
題
は
、
国
家
の
力0

を

相
互
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
抑
制
す
る
こ
と
に
あ
る
。
力
が
な
い
と
こ
ろ
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
必
要
も
な
い
。」
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
＝
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ウ
ス
の
問
い
が
典
型
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ど
の
よ
う
に
政
治
の
領
域
に
お
い
て
秩
序

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）



公法学におけるコントロール概念の展開（一）

（阪大法学）64（5-247）　1245〔2015. 1 〕

を
も
た
ら
す
力
は
有
効
か
つ
目
的
に
適
っ
て
組
織
さ
れ
え
、
同
時
に
危
険
な
力
の
集
中
が
回
避
さ
れ
う
る
の
か
。」
そ
れ
に
対
し
て
、

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
こ
の
問
い
立
て
を
問
題
視
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
伝
統
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
裁
判
は
こ
の
問
い
立
て
に
お
い
て
含

ま
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
政
治
的
な
力
の
一
つ
に
数
え
い
れ
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。」
そ
こ
で
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
こ

の
よ
う
な
従
来
の
議
論
に
対
し
て
反
駁
を
試
み
る
。

　

ま
ず
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
「
政
治
」
の
定
義
を
従
来
の
議
論
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ッ
ク
ス
＝
ヴ
ェ
ー

バ
ー
に
よ
れ
ば
、「
政
治
は
、
力
の
分
け
前
に
預
か
る
、
あ
る
い
は
力
の
分
配
に
影
響
す
る
努
力
を
意
味
」
す
る
、
あ
る
い
は
端
的
に
は

「
闘
争
」
で
あ
る
。
後
者
の
「
闘
争
」
は
、
カ
ー
ル=

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
定
義
を
も
っ
て
特
徴
づ
け
れ
ば
、「
友
と
敵
の
区
別
」
で
あ
る
。

（
政
治
的
な
）
法
律
、
た
と
え
ば
憲
法
を
「
中
立
な
手
続
」
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
は
、
政
治
な
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
ゆ
え

（
事
実
上
）
力
な
る
も
の
で
は
な
い
領
域
に
な
る
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、
力
を
「
社
会
関
係
の
内
部
に
お
い
て
自
己
の
意
思
を

抵
抗
に
対
抗
し
て
で
も
貫
徹
す
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
定
義
づ
け
る
。
こ
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
見
解
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
律
の
文
言

を
語
る
口
」
に
代
表
さ
れ
る
「
裁
判
官
は
法
律
の
意
思
を
執
行
す
る
の
み
」
と
い
う
古
典
的
な
裁
判
官
像
に
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な

理
解
か
ら
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
第
三
権
力
が
「
事
実
上
の
単
位
」
で
し
か
な
い
た
め
、「
裁
判
官
の
権
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
権

力
分
立
の
理
論
構
想
に
よ
れ
ば
示
さ
れ
な
い
」
と
、「
力
の
相
互
の
限
定
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
構
想
が
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
を
従
来
議
論
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
を
試
み
る
。
し
か
し
、
こ
の
試
論
は
、
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
最
近
の
認

識
、
お
よ
び
裁
判
官
の
人
格
に
つ
い
て
の
心
理
学
と
社
会
科
学
の
研
究
か
ら
す
る
と
、
妥
当
で
は
な
い
。
今
日
に
お
い
て
裁
判
官
は
も

は
や
「
包
摂
す
る
機
械
」
で
は
な
い
。
裁
判
官
は
、
個
別
事
例
に
お
い
て
規
範
を
新
た
に
具
体
化
し
、
法
を
定
立
す
る
だ
け
で
な
く
、

他
の
人
間
同
様
、
思
考
と
行
動
に
お
い
て
出
自
、
環
境
、
個
人
と
し
て
の
弱
点
、
選
好
、
お
よ
び
価
値
判
断
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
官
は
、「
自
分
に
認
め
ら
れ
た
課
題
の
枠
組
み
に
お
い
て
自
分
自
身
の
意
思
を
抵
抗
に
対
し
て
貫
徹
す
る
こ
と
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が
で
き
る
国
家
の
支
配
機
関
」
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
「
力
」
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
裁
判
官
も
「
力
」
を
行
使
す

る
。

ⅲ
）
有
用
性　
　
「
力
の
相
互
の
限
定
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
構
想
に
は
、
裁
判
官
を
基
本
法
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
権
力
分
立
に
取
り
込
め
な
い
、
と
い
う
直
前
の
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
が
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
に
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
概
念
が
有
用
で
あ
る
の
は
、「
上
訴
」
を
取
り
扱
う
と
き
で
あ
る
。

「（
互
い
に
）
影
響
し
合
う
、
と
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
内
在
す
る
要
請
は
、
原
審
と
上
訴
審
で
、
同
様
に
一
定
程
度
の
決
定
の
自
由

と
潜
在
的
な
力
を
前
提
と
す
る
。」
し
か
し
、
原
審
と
上
訴
審
は
上
下
関
係
で
は
な
い
の
で
、
上
訴
審
は
原
審
の
判
決
を
全
面
的
に
無

視
し
、
取
り
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
で
き
る
と
す
る
と
、
裁
判
官
か
ら
の
権
利
保
護
は
、
控
訴
手
続
の
際
限
の
な
い
連
鎖

（
権
利
保
護
の
永
久
運
動
）
に
陥
る
、
と
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
指
摘
す
る
。
し
か
し
、「
中
立
な
手
続
の
」
決
定
の
力
を
分
配
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
よ
う
な
連
鎖
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
上
告
に
限
定
さ
れ
た
手
続
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
考
え
方
が
憲
法
で
要
請
さ
れ

た
上
訴
制
度
に
転
用
さ
れ
る
と
、
内
包
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
の
た
め
に
、
無
限
の
権
利
保
護
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
。
こ
の
「
力
の
分
配
」
と
は
、「
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
お
い
て
具
体
的
に
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ォ

ス
ク
ー
レ
は
、
法
適
用
に
お
け
る
「
事
実
問
題
」
と
「
法
問
題
」
の
伝
統
的
な
区
別
を
維
持
す
る
。
こ
の
区
別
に
よ
り
、「
力
の
分

配
」
は
説
明
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
第
一
審
で
あ
る
原
審
は
、「
事
実
審
」
で
あ
る
た
め
、「
事
実
問
題
」
と
「
法
問
題
」
の
両
方
に
つ

い
て
決
定
を
下
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
審
で
あ
る
控
訴
審
は
、「
法
律
審
」
で
あ
る
た
め
、「
法
問
題
」
の
み
に
つ
い
て
決
定
を
下

す
。
原
審
と
控
訴
審
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
配
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
本
来
の
制
限
さ
れ
え
な
い
終
局
的
に
決
定
す
る
権
限
を
持
つ
。
し

か
し
、
事
実
の
決
定
と
法
の
決
定
は
、
大
前
提
へ
の
小
前
提
の
包
摂
に
お
い
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
二
つ
の
決
定
権
限

は
、
カ
ー
ル
＝
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
の
「
大
前
提
と
生
活
の
事
実
の
間
に
お
け
る
視
線
の
往
復
」
と
い
う
定
式
を
用
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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具
体
化
に
あ
た
っ
て
互
い
に
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
問
題
と
事
実
問
題
は
、
規
範
領
域
に
お
い
て
自
然
の
概
念
が
使
わ
れ
て
い
る

た
め
、
言
語
と
い
う
理
由
か
ら
区
別
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
事
実
審
と
法
律
審
は
、
判
決
を
作
成
す
る
に

あ
た
っ
て
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
構
造
上
、
両
者
の
決
定
の
担
い
手
は
協
働
す
る
。」
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
上

述
の
権
利
保
護
の
永
久
運
動
、
換
言
す
る
と
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
際
限
な
さ
は
回
避
さ
れ
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ

は
、
こ
の
こ
と
を
「
相
互
の
影
響
の
原
理
」、
ボ
イ
ム
リ
ン
の
言
葉
を
用
い
て
「
協
働
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ

に
、「
力
の
相
互
の
限
定
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
有
用
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

②
「
直
接
の
決
定
権
能
に
対
す
る
代
替
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」　　

こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
を
唱
え
た
の
は
、
ウ
ル
リ
ヒ
＝
シ
ョ

イ
ナ
ー
と
カ
ー
ル-

ウ
ル
リ
ヒ
＝
マ
イ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
こ
の
構
想
の
共
通
の
特
徴
も
、「
逸
脱
分
析
」
と

の
関
係
も
述
べ
て
い
な
い
。

ⅰ
）
ウ
ル
リ
ヒ
＝
シ
ョ
イ
ナ
ー　
　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
ボ
イ
ム
リ
ン
と
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
連
な
る
人
物
と
し
て
シ
ョ
イ
ナ
ー

を
説
明
す
る
。「
責
任
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
民
主
的
な
憲
法
秩
序
の
基
本
要
素
で
あ
る
。」
そ
れ
は
、
現
代
国
家
に
お
い
て
は
、
固
定
さ

れ
た
制
度
が
必
要
で
あ
り
、
力
の
行
使
は
市
民
の
委
任
に
基
づ
く
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
民
主
制
を
間
接
民
主
制

と
理
解
す
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
責
任
は
こ
の
こ
と
を
確
保
す
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
国
家
の
力
を
監
視
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

「
批
判
と
訂
正
に
よ
っ
て
効
果
を
及
ぼ
す
関
係
」
で
あ
る
。
柔
軟
な
概
念
と
し
て
の
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
特
徴
は
、
観
察
し
、
効
果
を

及
ぼ
す
方
法
を
包
摂
す
る
。
責
任
を
負
う
者
に
よ
る
行
態
が
、
そ
れ
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
、〔
責
任
を
負
う
者
に
〕

意
見
を
表
明
す
る
、
あ
る
い
は
効
果
を
及
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
影
響
さ
れ
る
」。
た
だ
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
よ
っ
て
、
決
定
は
代
替
さ
れ
ず
、
憲
法
の
要
請
、
つ
ま
り
公
益
や
そ
の
他
の
義
務
や
行
動
と
い
っ
た
共
通
の
よ
り
高
い
基
準
で
決
定

は
測
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
基
準
は
、
任
意
に
実
現
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
裁
判
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
に
お
け
る
コ
ン
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ト
ロ
ー
ル
の
目
的
と
機
能
は
、「
市
民
の
自
由
の
確
保
」
が
第
一
義
で
は
な
く
、「
国
家
に
よ
る
決
定
活
動
を
国
民
の
意
思
に
遡
っ
て
拘

束
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

ⅱ
）
カ
ー
ル-

ウ
ル
リ
ヒ
＝
マ
イ
ン　
　

シ
ョ
イ
ナ
ー
に
つ
な
が
る
人
物
と
し
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
マ
イ
ン
を
挙
げ
る
。
マ
イ
ン

に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
「
対
象
に
お
い
て
包
括
的
な
（
憲
法
）
原
理
」
で
あ
り
、「
理
想
上
要
請
さ
れ
て
い
る
自
己
決
定
の
代

替
」
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
民
主
制
に
お
け
る
代
替
機
能
は
、
選
挙
民
と
そ
の
代
表
者
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
民
主
制
に
よ
っ

て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
正
統
性
を
認
め
ら
れ
た
代
表
プ
ロ
セ
ス
（D

elegationsprozesse

）
を
継
続
す
る
こ
と
に
も
あ
る
。
た
だ
、
フ
ォ

ス
ク
ー
レ
の
行
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
と
は
逆
に
、
マ
イ
ン
は
直
接
民
主
制
を
民
主
制
の
理
想
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
マ
イ
ン
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
「
あ
る
憲
法
機
関
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
憲
法
制
度
に
よ
る
他
の
機
関
、
あ
る
い
は

制
度
へ
の
事
前
の
、
随
伴
す
る
、
あ
る
い
は
事
後
の
影
響
」
と
暫
定
的
に
定
義
す
る
。

ⅲ
）
問
題
点
と
有
用
性　
　

シ
ョ
イ
ナ
ー
も
マ
イ
ン
も
「
力
と
反
対
の
力
の
原
理
」
に
な
お
固
執
し
て
い
る
こ
と
が
、
概
念
レ
ヴ
ェ
ル

で
の
問
題
点
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
具
体
的
な
現
象
像
の
問
題
で
あ
る
。
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
権
力
分
立
の
基
本
理
念
か
ら
離
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
現
象
像
は
こ
れ
ま
で
通
り
議
会
と
執
行
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ン
も
、
暫
定
的
な
定
義
か
ら
理
解
す
る

と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
に
「
力
」
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
ど
の
点
で
こ
の
議
論
が
「
裁
判
官
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
に
と
っ
て
有
用
か
、
を
全
く
示
し
て
い
な
い
。

③
「
合
理
的
な
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
条
件
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」　　

ⅰ
）
概
念
と
機
能　
　

こ
の
構
想
に
お
い
て
概
念
と
し
て
論
じ

ら
れ
る
の
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
「
比
較
」
と
理
解
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「contra rotulus

」、
あ
る
い

は
古
フ
ラ
ン
ス
語
「contre rôle

」
に
由
来
し
、「
す
で
に
完
結
し
た
事
実
を
客
観
的
に
確
定
さ
れ
う
る
事
実
や
規
範
化
さ
れ
た
要
請

と
一
致
す
る
か
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
を
力
の
相
互
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の
制
限
と
適
正
化
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
過
程
そ
れ
自
体
に
注
目
す
る
。
そ
う
す
る
と
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
部
分
と
し
て
、
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
化
に
よ
っ
て
決
定
の
内
容
面
で
の
事
項
正
確
性
を
高

め
る
こ
と
に
優
先
的
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。」
従
来
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
は
、
憲
法
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
実
現
さ
れ
る
か
を
問
題
と
し
、
そ
の
現
象
を
研
究
し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
構
想
は
、「
形
式
的
な
視
点
」
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
な
研
究
結
果
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
を
採
用
す
る
の
は
、
ゲ
オ
ル
ク
＝
ブ
ル
ン

ナ
ー
と
ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
プ
ス
で
あ
る
。

ⅱ
）
ゲ
オ
ル
ク
＝
ブ
ル
ン
ナ
ー　
　

ブ
ル
ン
ナ
ー
に
お
い
て
、
憲
法
プ
ロ
セ
ス
は
「
決
定
を
徐
々
に
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ

で
、
一
般
的
な
決
定
は
、
段
階
を
追
っ
て
現
実
に
近
づ
け
ら
れ
る
」。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
に
依
拠
し
て
、
国
家
機
能
を
三
分
割
す
る
。
憲
法
の
機
能
秩
序
の
内
部
で
、
主
要
機
能
と
し
て
基
本
決
定
と
そ
の
実
施
を
区

分
す
る
。
主
要
機
能
に
対
し
て
、
副
次
機
能
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
課
題
は
、
実
施
を
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
基
本
決
定
と
一
致

す
る
か
に
基
づ
い
て
審
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、「
真
正
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
は
「
比
較
」
で
あ
る
。
そ

の
際
、
機
関
、
服
す
る
者
、
対
象
、
基
準
、
手
続
、
お
よ
び
結
果
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
に
お

い
て
は
、「
不
真
正
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
も
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
結
果
の
波
及
効
果
が
、
基
本
決
定
や
そ
の
実
施
に

な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
憲
法
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
こ
の
「
不
真
正
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
重
要
で
あ
る
た
め
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
国
家
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
全
体
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
「
国
家
の
決
定
が
行
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
内
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
成
果
の
分
析
に
は
っ
き
り
と
し
た
分
化
の
規
準

を
提
供
す
る
」
と
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
構
想
の
長
所
を
述
べ
る
。
具
体
的
に
は
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
シ
ス
テ

ム
内
在
的
に
説
明
で
き
る
。
つ
ま
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基
準
で
は
法
適
合
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
目
的
適
合
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
コ
ン

（
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ト
ロ
ー
ル
の
時
点
で
は
事
前
、
同
時
、
お
よ
び
事
後
が
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
る
。
第
二
に
、
国
家
に
お
け
る
あ
る
特
定
の
決
定
が
服

す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
程
度
は
、
よ
り
正
確
に
確
定
さ
れ
、
他
の
決
定
と
比
較
さ
れ
る
。
最
後
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
形
式
的
な
考
察

法
は
、
高
権
に
か
か
わ
る
決
定
を
す
る
力
を
持
た
な
い
制
度
を
構
想
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
典
型
が
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
が

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
裁
判
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
構
想
が
主
要
機
能
の
活
動
を
確
保
す
る
こ
と
を
越
え
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
機
能
に
お
け
る
固
有
の
価
値
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
、
と
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
そ
の
短
所
を
指
摘
す
る
。

ⅲ
）
ヴ
ァ
ル
タ
ー
＝
ク
レ
プ
ス　
　

ク
レ
プ
ス
に
お
い
て
も
、
憲
法
プ
ロ
セ
ス
は
「
国
家
目
的
を
実
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。
国

家
目
的
は
、
永
続
的
で
際
限
な
い
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
最
後
に
理
想
的
に
は
合
理
的
な
決
定
が

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
定
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
の
間
の
選
択
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ら
の
選
択
肢
は
、
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

条
件
で
測
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
決
定
で
意
図
さ
れ
た
目
的
が
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
れ
ら
の
条
件
は
、
法
に

限
定
さ
れ
ず
、
そ
し
て
決
定
基
準
と
し
て
機
能
す
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
「〝
で
あ
る
べ
き-

価
値
〟
と
〝
で
あ
る-

価
値
〟
の
関
係

を
確
定
す
る
動
態
的
な
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
決
定
の
選
択
肢
を
決
定
基
準
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
、
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
不
可
欠
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
「
決
定
の
（
同
時
）
確
定
に

向
け
ら
れ
た
、〝
で
あ
る
べ
き-

価
値
〟
と
〝
で
あ
る-
価
値
〟
の
比
較
」
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
は
、
決
定
を
確
定
し
、
そ

の
合
理
性
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
決
定
権
限
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
限
で
も
あ
る
。
基
本
法
の
作
用
秩
序
が
意
義
に
即
し
て
い
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
意
義
に
即
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
秩
序
で
あ
る
。「
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
他
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
間
の
調
和
の

と
れ
た
関
係
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
目
標
で
あ
る
。

　

ク
レ
プ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
の
長
所
は
、
以
下
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
権
力
分
立
の
積
極
的
な
観
点
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

概
念
に
組
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
と
は
作
用
に
適
合
し
た
（funktionsadäquat

）
課
題
の
分
立
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家
の
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課
題
す
べ
て
を
意
義
に
即
し
て
、
合
理
的
に
処
理
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
決
定
は
、

あ
る
程
度
の
合
理
性
を
促
進
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
も
っ
と
も
短
所
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
合
理

性
を
促
進
す
る
観
点
の
範
囲
が
、
一
方
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
価
値
の
客
観
化
可
能
性
、
正
確
性
、
お
よ
び
利
用
可
能
性
に
、
他
方
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
対
象
の
精
密
な
確
定
可
能
性
に
そ
れ
ぞ
れ
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基
準
の
抽
象
性
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

対
象
の
複
雑
性
が
高
ま
る
と
、
そ
れ
だ
け
決
定
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
非
合
理
性
の
危
険
が
上
昇
す
る
。

ⅳ
）
問
題
点
と
有
用
性　
　

こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

有
用
性
は
、「
決
定
プ
ロ
セ
ス
」、「
合
理
性
／
合
理
化
」、
そ
し
て
「
機
能
に
適
合
し
て
」
い
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の

点
に
は
相
互
に
関
連
性
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
理
解
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、「
決
定
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
、
方
法
論
上
確
立
し
た
認
識
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
部

分
的
に
合
理
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
決
定
対
象
と
決
定
基
準
の
抽
象
性
の

程
度
に
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
意
思
の
要
素
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
直
前
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
抽
象
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
決
定
の
客
観
性
が
低
く
な
り
、
不
合
理
性
が
高
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意
思
の
要
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
定
余

地
に
凝
縮
す
る
。
こ
の
認
識
は
裁
判
手
続
に
も
当
て
は
ま
る
。
裁
判
官
は
、
憲
法
を
含
め
た
法
律
、
す
な
わ
ち
決
定
基
準
も
決
定
対
象

も
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
官
は
、
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
決
定
基
準
か
ら
逸

脱
し
う
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
裁
判
官
の
決
定
余
地
が
力
に
な
る
、
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
官
は
、
自
身
の
事
実
と
規
範
の

観
念
に
し
た
が
っ
て
係
争
中
の
法
的
争
訟
の
当
事
者
に
影
響
す
る
権
能
を
持
つ
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
裁
判
官
が
国
家
に
お
け

る
最
上
級
で
包
括
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
構
に
昇
格
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
自
身
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
は

以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
力
と
力
の
展
開
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
者
は
、
ま
ず
行
動
し
本
来
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の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
必
要
と
す
る
者
と
比
肩
し
う
る
観
察
と
注
目
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
必
要
と
す
る
た
め
で
あ
る
」。

　

第
二
に
、「
合
理
性
／
合
理
化
」
を
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
強
調
す
る
。「
裁
判
官
を
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
る

要
請
は
、
全
能
な
裁
判
官
国
家
に
対
す
る
懸
念
に
少
し
も
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
効
率
的
な
課
題
の
遂
行
へ
の
関
心
が
中
心
を
占
め

る
。
ま
さ
に
高
い
事
項
正
確
性
と
受
容
性
に
向
け
ら
れ
た
裁
判
の
『
中
立
な
手
続
』
は
、
合
理
性
を
促
す
機
能
に
基
づ
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
強
調
す
る
。」
先
に
「
法
律
へ
の
拘
束
」
で
見
た
よ
う
に
、
法
律
に
定
位
す
る
裁
判
官
に
よ
る
判
決
の
発
見
は
、
あ
る
程
度
の
自

己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
で
あ
る
べ
き-

価
値
」
た
る
法
律
が
「
で
あ
る-

価
値
」
た
る
事
実
と
比
較
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
作
用
に
ふ
さ
わ
し
い
課
題
の
処
理
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
他
者
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
意
義
に
即
し
、
均
整
の
と
れ
た
関
係
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
裁
判
官
に
よ
る
活

動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
こ
の
要
請
を
満
た
し
て
い
る
の
か
、
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
前
述
の
「
力
の
相
互
の

限
定
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
構
想
に
と
っ
て
有
用
で
あ
っ
た
上
訴
制
度
に
お
い
て
こ
の
検
討
を
行
う
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
定

位
し
た
上
訴
制
度
は
、「
合
理
性
を
促
す
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
従
来
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
と
比
較
さ
れ
う
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は

以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　

ま
ず
「
決
定
の
状
況
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
が
同
一
で
あ
る
こ
と
」
が
論
じ
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
と
基
準
は
範
囲
に

し
た
が
っ
て
裁
判
官
に
よ
る
支
配
行
為
の
全
体
を
事
実
上
含
む
。
法
の
適
用
と
事
実
の
作
成
の
相
互
連
関
は
、「
事
実
問
題
」
と
「
法

問
題
」
で
言
い
換
え
ら
れ
た
境
界
を
相
対
化
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
た
と
え
ば
一
方
当
事
者
に
よ
る
重
大
な
申
立
て
が
法
律
違
反
で
あ
る

こ
と
を
顧
慮
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
第
一
審
が
判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
事
実
を
誤
っ
た
な
ら
ば
、
上
訴
審
に
お
け
る
判
決
の
破
棄
と
原

審
へ
の
差
戻
し
は
、
第
一
審
が
認
定
し
た
事
実
の
変
更
に
な
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
上
告
審
は
、
個
別
事
例
に
お
い
て
規
範
を
具
体
化

す
る
に
あ
た
っ
て
原
審
に
よ
る
事
実
の
作
成
に
定
位
す
る
。

（
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）

（
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）
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次
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
上
訴
制
度
は
、
裁
判
官
の
独
立
を
侵
害
す
る
「
機
能
不
全
を
も
た
ら
す
副
作
用
」
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
上
訴
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
合
理
性
を
促
す
べ
く
影
響
す
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
審
に
よ
る
判
決
の
破
棄
を
懸
念

す
る
た
め
、
第
一
審
の
裁
判
官
は
慎
重
な
作
業
を
行
う
。
し
か
し
、
第
一
審
の
裁
判
官
は
、
判
決
の
発
見
に
あ
た
っ
て
結
果
思
考
で
影

響
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
第
二
審
の
裁
判
官
は
、
広
範
囲
に
事
実
を
評
価
す
る
必
要
は
な
く
、
法
と
手
続

か
ら
評
価
す
る
こ
と
に
集
中
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
作
業
の
軽
減
の
観
点
か
ら
決
定
（
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
の
結
果
の
質
は
積
極

的
な
影
響
を
受
け
る
。

　

最
後
に
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
の
質
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
密
度
の
上
昇
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
た
る
裁
判
官
の

質
次
第
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
機
関
は
、
同
じ
事
項
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
権
限
と
同
じ
水
準
の
情
報

を
用
い
る
。
第
一
審
判
決
の
事
実
の
内
容
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
を
、
上
訴
審
は
法
上
利
用
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、

相
互
の
影
響
の
可
能
性
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
本
質
的
な
均
衡
性
の
要
素
が
確
保
で
き
る
。

　

第
三
の
「
機
能
適
合
性
」
に
つ
い
て
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
一
つ
の
項
目
を
割
い
て
論
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
機
能
適
合
性
」

は
、
直
前
の
「
合
理
性
／
合
理
化
」
に
お
け
る
引
用
中
の
「
効
率
的
な
課
題
の
遂
行
」
か
ら
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
課
題
が
機
能
に
適
合

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
効
率
的
に
課
題
を
遂
行
で
き
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
が
論
じ
る
「
合
理
的
な
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
条
件
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
こ
れ
ら
三
点
の
有
用
性
か
ら
明
ら
か
に

な
る
の
は
、
こ
れ
ら
三
つ
が
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
ク
レ
プ
ス
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）
小
括
─
─
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
に
よ
る
統
合　
　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
裁
判
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
対
象
と
し
て
も
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、「
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
検
討
し
う
る

ど
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
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）
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
憲
法
上
の
基
本
構
想
三
つ
す
べ
て
〔
力
の
相
互
の
限
定
で
あ
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
直
接
の
決
定
権
能
に
対
す
る
代
替
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
お
よ
び
合
理
的
な
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
条
件
で
あ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
〕
に
あ
る
特
定
の
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
構
想
は
、
機
能
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
も

に
生
み
出
す
。
そ
れ
ら
の
機
能
で
、
公
益
を
促
進
す
る
合
理
的
で
効
率
的
な
影
響
を
考
慮
し
た
国
家
に
お
け
る
決
定
の
発
見
は
、
測

ら
れ
う
る
。
ま
さ
に
国
民
の
意
思
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
力
の
行
使
の
濫
用
と
権
限
の
な
い
力
の
行
使
を

力
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
防
ぎ
、
─
─
あ
ら
ゆ
る
決
定
が
な
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
性
質
を
も
っ
て
─
─
国
家
の
課
題
を
効
率

的
に
処
理
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、「
よ
り
高
い
正
確
性
を
も
た
ら
し
、
責
任
を
実
現
し
、
力
の
濫
用
を
排
除
し
、

信
頼
を
強
め
、
そ
し
て
統
合
を
促
進
す
る
」
べ
き
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
に
よ
る
こ
の
概
念
に
は
、
具
体
例
に
即
し
た
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、
上
訴
制
度
に
お
け
る
、
原

審
と
上
訴
審
の
関
係
を
特
徴
づ
け
る
「
相
互
の
影
響
」
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
そ
の
機
能
（
力
の
濫
用
の
排
除
）
も
、
判
決
の
発

見
に
お
け
る
「
合
理
性
を
促
す
も
の
」
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
（
正
確
性
、
信
頼
の
強
化
）
も
、
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

柴
田
尭
史
「『
公
法
』
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
─
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
展
開
─
─
（
一
）（
二
）（
三
・

完
）」
阪
大
法
学
第
五
九
巻
第
六
号
一
〇
五
─
一
二
六
頁
、
第
六
〇
巻
第
一
号
一
三
五
─
一
五
四
頁
、
第
六
〇
巻
第
二
号
一
二
九
─
一
四
六
頁

（
二
〇
一
〇
年
）。
次
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、
前
稿
と
同
じ
で
あ
る
。
“Gew

alt

”は
「
権
力
」
と
、
“Macht

”は
「
力
」
と
そ
れ
ぞ
れ
訳
し
た

（
柴
田
、（
一
）
一
二
一
頁
註
（
14
））。
“Funktion

”は
「
作
用
」
と
「
機
能
」
と
局
面
に
応
じ
て
訳
し
分
け
る
（
柴
田
・（
一
）
一
二
二
頁

註
（
18
））。

前
稿
で
は
、「Soll-W

ert

」
を
「
当
為-

価
値
」、「Ist-W

ert

」
を
「
存
在-
価
値
」
と
訳
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
者

（
83
）

（
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）
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を
「
で
あ
る
べ
き-

価
値
」、
後
者
を
「
で
あ
る-

価
値
」
と
改
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ば
方
法
二
元
論
に
お
け
る
「Sollen und 

Sein

」
を
「
当
為
と
存
在
」
と
訳
す
る
よ
う
に
、「
当
為
」
と
「
存
在
」
と
い
う
訳
語
が
ド
イ
ツ
語
の
動
詞
不
定
形
の
名
詞
化
に
こ
れ
ま
で
あ

て
ら
れ
て
き
た
た
め
で
あ
り
、
こ
こ
で
「Ist

」
と
「Soll

」
と
い
う
三
人
称
単
数
現
在
形
の
名
詞
化
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
れ

ら
が
「
状
態
」
を
意
味
す
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
旧
西
ド
イ
ツ
で
す
で
に
使
わ
れ
て
お
り
、
特
に
「
比
較
（
審

査
）」
が
役
割
で
あ
る
会
計
検
査
院
の
報
告
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
る
が
、
バ
ー
デ
ン-

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州

会
計
検
査
院
の
報
告
書
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。Rechnungshof Baden-W

ürttem
berg, Bem

erkungen und D
enkschrift zur Landes

haushaltsrechnung von Baden W
ürtem

berg für das Rechnungsjahr 1968, S. 14f.; ders., D
enkschrift zur Landeshaus

haltsrechnung von Baden W
ürtem

berg für das Rechnungsjahr 1970, S. 15f.

特
に
、
一
九
七
〇
年
の
覚
書
で
は
、
“Haushalts-

Soll

”が
“Haushaltsplan
”に
、
“Haushalts-Ist

”が
“Haushaltsvollzug

”に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

国
際
化
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
誠
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
行
政
法
」
磯
部
力
・
小
早
川
光
郎
・
芝
池
義
一
（
編
）『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅰ　

行

政
法
の
基
礎
理
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
三
三
九
頁
以
下
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
に
つ
い
て
は
、
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト-

ア
ス
マ

ン
／
太
田
匡
彦
（
訳
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
政
法
─
─
ド
イ
ツ
行
政
法
秩
序
に
と
っ
て
の
革
新
か
攪
乱
か
？
」
日
独
法
学
第
二
六
号
（
二
〇
〇
九

年
）
二
二
頁
以
下
。

最
近
の
一
〇
年
間
に
お
け
る
連
邦
議
会
に
よ
る
欧
州
連
合
の
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
ス
ヴ
ェ
ン
・
ヘ
ル
シ
ャ
イ
ト
／
柴
田
尭
史

（
訳
）「
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
情
報
権
」
松
本
和
彦
（
編
）『
日
独
公
法
学
の
挑
戦
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
三
四
─
一
三
五
頁
。

高
田
篤
「
ド
イ
ツ
議
会
制
民
主
主
義
論
に
お
け
る
議
会
の
位
相
─
─
連
邦
議
会
の
解
散
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
懸
か
り
と
し
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

三
一
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
一
五
頁
。

高
田
・
註
（
4
）
一
一
五
頁
。
高
田
篤
「
議
会
制
に
つ
い
て
の
憲
法
理
論
的
・
憲
法
科
学
的
省
察
」
憲
法
問
題
第
一
七
号
（
二
〇
〇
六

年
）
一
〇
九
─
一
一
〇
頁
、
一
二
〇
─
一
二
二
頁
。
同
「
生
存
権
の
省
察
─
─
高
田
敏
教
授
の
『
具
体
的
権
利
説
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」
村
上

武
則
・
高
橋
明
男
・
松
本
和
彦
（
編
）『
高
田
敏
先
生
古
希
記
念
論
集　

法
治
国
家
の
展
開
と
現
代
的
構
成
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
七
年
）

一
四
六
─
一
四
七
頁
。
高
田
教
授
は
、
一
貫
し
て
、
社
会
学
に
由
来
す
る
「
制
御
学
」
を
公
法
学
に
持
ち
込
む
こ
と
に
つ
い
て
方
法
論
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
懐
疑
的
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
る
議
会
の
相
対
化
、
法
律
の
制
御
力
の
低
下
と
い
う
診
断
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
制
御
学
」
に
対
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
批
判
と
し
て
は
、O

liver Lepsius, Steuerungsdiskussion, System
theorie und Parla-

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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m
entarism

uskritik, 1999.

た
だ
、
レ
プ
シ
ウ
ス
が
制
御
学
と
シ
ス
テ
ム
論
を
直
線
的
に
つ
な
げ
、
批
判
す
る
手
法
に
つ
い
て
は
、
高
田
教

授
は
批
判
す
る
。
高
田
篤
「
議
会
制
の
意
義
─
─
近
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
制
擁
護
論
」
初
宿
正
典
・
米
沢
広
一
・
松
井
茂
記
・
市
川
正

人
・
土
井
真
一
（
編
）『
国
民
主
権
と
法
の
支
配 

佐
藤
幸
治
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
［
上
巻
］』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
二
九
五
─
二
九
六

頁
。
ま
た
、「
制
御
」
と
「
シ
ス
テ
ム
論
」
が
注
目
す
る
観
点
─
─
特
に
ア
ク
タ
ー
に
注
目
す
る
か
ど
う
か
─
─
に
お
い
て
同
一
で
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、Renate M

ayntz, Governance T
heory als fortentw

ickelte Steuerungstheorie?, in: dies., Ü
ber Governance – 

Institutionen und Prozesse politischer Regelung, 2009, S. 42.
高
橋
和
之
『
国
民
内
閣
制
の
理
念
と
運
用
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
一
七
頁
以
下
。
同
『
現
代
立
憲
主
義
の
制
度
構
想
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
六
年
）
一
─
一
九
頁
。
佐
藤
幸
治
＝
高
橋
和
之
「（
対
談
）
統
治
構
造
の
変
革
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
三
号
（
一
九
九
八
年
）
八
─
二

三
頁
。
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
高
見
勝
利
『
現
代
日
本
の
議
会
政
と
憲
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
一
─
八
九
頁
。

た
と
え
ば
、Eberhard Schm

idt-A
ßm

ann, D
as allgem

eine V
erw

altungsrecht als O
rdnungsidee - Grundlagen und A

uf-
gaben der verw

altungsrechtlichen System
bildung, 2. A

ufl., 2004, 4. K
ap. Rn. 75.

邦
訳
と
し
て
、
太
田
匡
彦
・
大
橋
洋
一
・
山
本

隆
司
（
訳
）『
行
政
法
理
論
の
基
礎
と
課
題
─
─
秩
序
づ
け
理
念
と
し
て
の
行
政
法
総
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
二
四
─
二

二
五
頁
。
た
だ
、
裁
判
所
と
そ
の
訴
訟
手
続
へ
の
「
制
御
学
」
の
影
響
に
つ
い
て
困
難
と
評
価
し
つ
つ
も
、
概
説
す
る
も
の
と
し
て
、Fried-

helm
 H

ufen, V
erw

altungsprozessrecht, 8. A
ufl., 2011, 

§ 1 Rn. 42.

本
稿
に
お
い
て
、
邦
訳
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
参
照
さ
せ
て
頂
き
、
該
当
頁
数
を
掲
載
す
る
が
、
訳
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

公
法
学
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
言
及
し
た
最
近
の
論
攷
と
し
て
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

石
川
健
治
「
統
治
の
ヒ
ス
ト
ー
リ
ク
」
奥
平
康
弘
・
樋
口
陽
一
（
編
著
）『
危
機
の
憲
法
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
五
頁
以
下
。
石

川
教
授
は
、「K

ontrolle

と
は
、
何
か
」
と
い
う
概
念
論
を
め
ぐ
る
問
い
立
て
を
し
、
中
世
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
遡
る
語
源
史
か
ら
そ

れ
を
定
義
す
る
。「
元
来K

ontrolle

は
、
行
為
や
出
来
事
を
、
準
拠
す
べ
き
計
画
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
タ
ー
ム
に
す
ぎ
な

い
」（
三
四
頁
）。
ま
た
、「
何
か
と
便
利
に
使
わ
れ
る
」
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
の
多
義
性
を
指
摘
す
る
（
三
六
頁
）。「
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ

て
も
（
＝
議
院
内
閣
制
が
議
会
統
治
制
に
近
づ
き
、K

ontrolle

のcontra
の
要
素
が
希
薄
化
し
た
こ
と
）、
学
問
的
に
正
確
な
議
論
を
す
る

た
め
に
は
、K

ontrolle

を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
な
い
た
め
の
努
力
は
怠
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
含
ま
れ

るcontra rôle

性
を
再
定
位
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
」（
三
六
頁
）
と
す
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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大
橋
洋
一
「
行
政
の
自
己
制
御
と
法
」
磯
部
ほ
か
前
掲
註
（
3
）・
一
六
七
頁
以
下
。
大
橋
教
授
は
、
従
来
の
行
政
法
学
の
「
中
核
的
な
問

題
意
識
」
が
「
他
者
に
よ
る
行
政
の
統
制
」
で
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
は
今
日
も
重
要
で
あ
る
が
、
今
日
の
行
政
法
学
は
「
行
政
の
視
点
に
立

っ
て
提
言
を
試
み
る
」
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
ま
た
「
自
己
制
御
の
特
色
」
と
し
て
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
「
統
制
が
な
さ

れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
制
御
の
恒
常
性
」、
第
二
に
「
自
己
制
御
は
動
態
的
な
過
程
を
前
提
と
し
て
い
る
」
こ
と
、
第
三
に
行
政
の
自
己

制
御
が
「
他
者
に
よ
る
統
制
の
前
提
整
備
」
を
意
味
す
る
こ
と
、
最
後
に
「
行
政
内
部
的
統
制
」
と
一
部
対
応
す
る
こ
と
、
の
四
点
で
あ
る
。

（
一
六
八
─
一
六
九
頁
。）

W
erner K

ägi, V
on der klassischen D

reiteilung zur um
fassenden Gew

altenteilung (Erstarrte Form
eln – bleibende 

Idee – neue Form
en), in: H

einz Rausch (H
rsg.), Zur H

eutigen Problem
atik der Gew

altentrennung, 1969, S. 287.
A

ndreas V
oßkuhle, Rechtsschutz gegen den Richter – Zur Integration der D

ritten Gew
alt in das verfassungsrecht

liche K
ontrollsystem

 vor dem
 H

intergrund des A
rt.19 A

bs. 4 GG, 1993.

こ
こ
で
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
権
力
分
立
に
関
す
る
結
論
と
裁
判
権
の
定
義
に
触
れ
て
お
く
。

ま
ず
権
力
分
立
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
一
体
の
作
用
秩
序
の
目
標
は
、
次
の
考
え
方
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
効
率
的
な
権
力
分
立

が
、
変
化
す
る
現
実
を
背
景
と
し
て
、
全
体
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
う
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
は
、
そ
の
柔
軟

性
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
よ
そ
十
分
に
指
導
内
容
〔
裁
判
の
概
念
を
確
定
す
る
た
め
の
出
発
点
と
基
準
を
与
え
る
定
位
点
〕
と
ド
ク
マ
ー
テ
ィ
ク

の
閉
鎖
性
を
有
す
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
裁
判
の
定
義
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
他
の
二
つ
の
基
本
作
用
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
同
時

0

0

に
払
わ
れ
る

0

0

0

0

0

努
力
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
…
…
。」「〔
分
離
の
要
素
と
結
合
の
要
素
と
い
う
〕
メ
ダ
ル
の
両
面
を
考
慮
で
き
な
い
概
念
の
形

成
は
、
…
…
失
敗
す
る
こ
と
に
な
る
。」「
…
…
憲
法
か
ら
展
開
さ
れ
た
作
用
の
概
念
は
、
課
題
の
分
配
、
裁
判
官
の
身
分
、
お
よ
び
法
治
国
家

に
基
づ
く
手
続
保
障
の
間
の
『
機
能
の
結
合

0

0

0

0

0

』
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 68f.

（
引
用
中
の
強
調
は
、
フ

ォ
ス
ク
ー
レ
。
引
用
中
の
〔　

〕
は
筆
者
。）
た
だ
、「
効
率
的
な
権
力
分
立
」
と
い
う
表
現
が
、
本
書
の
末
に
あ
る
「
要
旨
」
で
は
「
機
関
に

適
合
し
た
（organadäquat

）
作
用
秩
序
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 339.

前
述
の
権
力
分
立
か
ら
生
じ
る
裁
判
権
の
概
念
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
裁
判
の
特
殊
な
能
力
の
側
面
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
憲
法
に
よ
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
規
定
さ
れ
た
強
く
選
択
的
な
手
続
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

『
中
立
な
手
続

0

0

0

0

0

』
に
お
い
て
の
み
処
理
さ
れ
う
る
課
題
す
べ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
基
本
法
の
意
味
に
お
け
る
裁

判
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
が
処
理
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
憲
法
自
体
に
よ
っ
て
具
体
的
な
裁
判
官
留
保
の
形
式
で
な
さ
れ
た
目
的
適

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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合
性
の
決
定
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 141.

（
引
用
中
の
強
調
は
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
。）「
中
立
な
手
続
」
に

つ
い
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
が
再
説
し
た
も
の
と
し
て
、A

ndreas V
oßkuhle, 

§ 86 Rechtssprechen Rn. 2, in: H
anno K

ube/Rudolf 
M

ellinghoff/Gerd M
orgenthaler/U

lrich Palm
/T

hom
as Puhl/Christian Seiler (H

rsg.), Leitgedanken des Rechts, Bd. I, 
2013.

基
本
法
の
制
定
者
も
、
裁
判
判
決
に
対
す
る
憲
法
異
議
に
対
し
て
は
、
批
判
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。Christoph Schönberger, 

A
nm

erkungen zu K
arlsruhe, in: M

atthias Jestedt/O
liver Lepsius/Christoph M

öllers/ders., D
as Entgrenzte Gericht, 

2011, S. 28.
邦
訳
と
し
て
、
鈴
木
秀
美
・
杉
原
周
治
・
大
西
楠
・
テ
ア
（
訳
）「
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
に
つ
い
て
の
所
見
」
鈴
木
秀
美
・
高
田

篤
・
棟
居
快
行
・
松
本
和
彦
（
監
訳
）『
越
境
す
る
司
法
─
─
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
光
と
影
』（
風
行
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
八
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 8f.

（
引
用
中
の
強
調
は
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
。）
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
基
本
法
一
九
条
四
項
か
ら
「
一
次
的
な

権
利
保
護
請
求
権
」
と
「
二
次
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
請
求
権
」
を
導
出
す
る
。V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 317, 308ff.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 256.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 255.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 280f.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 282f.

刑
事
訴
訟
法
三
三
六
条
「
判
決
の
前
に
な
さ
れ
た
裁
判
も
、
判
決
が
こ
れ
ら
の
裁
判
に
基
づ
い
て
い
る

限
り
で
、
上
告
裁
判
所
の
審
査
に
服
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
文
上
異
議
申
立
て
で
き
な
い
と
明
示
さ
れ
て
い
る
裁
判
、
ま
た
は
即
時
抗
告
に

よ
っ
て
異
議
申
立
て
で
き
る
裁
判
に
つ
い
て
は
、
妥
当
し
な
い
。」
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
（
編
）『
ド
イ
ツ
刑

事
訴
訟
法
』（
法
曹
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
三
七
頁
も
参
照
。

V
oßkuhle  (A

nm
. 10), S. 283.

裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
職
務
義
務
違
反
の
賠
償
責
任
を
規
定
し
た
ド
イ
ツ
民
法
典
八

三
九
条
第
二
項
が
問
題
と
な
る
。「
官
吏
が
訴
訟
に
お
け
る
判
決
に
あ
た
っ
て
職
務
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
義
務
違
反
が
犯
罪
行

為
で
あ
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。
こ
の
規
定
は
、
義
務
に
違
反
し
た
職
務
遂
行
の
拒
否
、

ま
た
は
遅
滞
に
は
適
用
し
な
い
。」
訳
出
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ド
イ
チ
ュ
／
ハ
ン
ス-

ユ
ル
ゲ
ン
・
ア
ー
レ
ン
ス
（
著
）
／
浦
川

道
太
郎
（
訳
）『
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
三
九
頁
参
照
も
参
照
。

国
家
賠
償
法
一
条
が
裁
判
官
に
よ
る
職
務
行
為
の
違
法
に
適
用
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
日
本
法
の
問
題
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
を

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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中
心
と
し
つ
つ
、
日
本
法
の
問
題
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
宇
賀
克
也
『
国
家
補
償
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
）
一
一
四
─
一
三
九
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 286.

基
本
法
九
八
条
二
項
は
「
基
本
法
の
原
則
、
ま
た
は
憲
法
に
適
合
し
た
秩
序
」
を
弾
劾
の
要
件
と
し
て

い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
を
規
定
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
一
三
条
九
号
が
裁
判
官
の
弾
劾
を
管
轄
と
し
て
列
挙
し
、

同
法
五
八
条
以
下
が
弾
劾
手
続
を
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。

W
ilhelm

 D
ütz, Richterliche U

nabhängigkeit und Politik, JuS 1985, S. 750; V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 283.

BGH
Z 42, 163 (171f.); V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 283f.

し
か
し
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
連
邦
普
通
裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
出
典
を
挙

げ
て
い
な
い
。Rudolf W

asserm
ann, D

ie richterliche Gew
alt – M

acht und V
erantw

ortung des Richters in der m
odernen 

Gesellschaft, 1985, S. 72ff.

も
参
照
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 283ff.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 285f.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 286f.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 287f.

Peter H
äberle, Struktur und Funktion der Ö

ffentlichkeit im
 dem

okratischen Staat, in: ders., V
erfassung des Plura

lism
us, 1980, 136f.
V

gl. H
ans-Joachim

 Strauch, D
ie Ö

ffentlichkeit und M
ündlichkeit des V

erw
altungsstreitverfahrens – Funktion und 

verfassungsrechtliche Grundlagen, in: O
tto T

riffterer/Friedrich von Zezschw
itz (H

rsg), Festschrift für W
alter M

all-
m

ann, 1978, S. 352f.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 287ff.

特
に
二
九
一
頁
で
、
裁
判
の
公
開
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 291f.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 292f.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 293.

以
下
で
は
、
“Maßstab

”に
は
「
基
準
」
を
、
“Kriterium

”に
は
「
規
準
」
を
そ
れ
ぞ
れ
訳
語
と
し
て

あ
て
る
。
し
か
し
、
第
一
章
第
二
節
の
ト
ゥ
ル
ー
テ
に
よ
る
語
法
の
よ
う
に
、
両
者
の
混
同
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
訳
し

分
け
る
。

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 293ff.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 296f.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 297f.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 257f.

こ
こ
で
登
場
す
る
逸
脱
分
析
が
、
ど
の
よ
う
に
概
念
と
し
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
は
後

述
の
ど
の
議
論
に
対
応
す
る
の
か
、
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
特
に
詳
述
し
て
い
な
い
が
、
逸
脱
分
析
が
機
能
す
る
局
面
を
述
べ
て
い

る
。「
一
部
で
、
そ
の
よ
う
な
比
較
の
実
施
と
な
ら
ん
で
、
逸
脱
分
析
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
に
と
も
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
複
合
的
で
目
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
計
画
・
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
テ
ー
マ
化
さ
れ
る
場
合
に
特
に
、
重
要
と
な
る
。

そ
の
限
り
で
『
評
価
（evalution

）』
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
・
決
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
継
続
的

な
発
展
の
結
合
が
重
要
で
あ
る
。」V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 257.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 257f.
K

arl Loew
enstein, Political Pow

er and the Governm
ental Process, 2nd edition, 1965, p. 164; V

erfassungslehre, 4. 
A

ufl., 2000, S. 167.

邦
訳
と
し
て
は
、
阿
部
照
哉
・
山
川
雄
巳
（
共
訳
）『
新
訂　

現
代
憲
法
論
─
─
政
治
権
力
と
統
治
過
程
』（
有
信
堂
、

一
九
八
六
年
）
二
〇
七
頁
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
こ
こ
で
「
協
働
」
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
み
を
説
明
し
て
い
る
が
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
は
、「
阻
止
」
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
説
明
し
て
い
る
。
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
の
こ
の
よ
う
な
理
解
に
は
、
ス
イ
ス
国
法
学
だ
け
で
な
く
、

ゲ
オ
ル
ク
＝
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
影
響
も
窺
え
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
が
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
批
判
す
る
に
あ
た
り
、「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
機
能
は
、
…
…
複
数
の
力
の
担
い
手
が
そ
れ
ら
の
他
の
機
能
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
の
そ
れ
ら
の
担
い
手
の
協
働
の
必
要
性
と
可

能
性
で
同
定
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。Georg Brunner, K

ontrolle in D
eutschland-Eine U

ntersuchung zur 
V

erfassungsordnung in beiden T
eilen D

eutschlands, 1972, S.48;

柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
二
）
一
三
七
頁
。
日
本
に
お
い
て
、
レ
ー

ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
協
働
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に
注
目
す
る
論
攷
と
し
て
、
村
西
良
太
『
執
政
機
関
と
し
て
の
議
会
─
─
権
力
分
立

論
の
日
独
比
較
研
究
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
六
〇
─
六
一
頁
。

Richard Bäum
lin, D

ie K
ontrolle des Parlam

ents über Regierung und V
erw

altung, in: Zeitschrift für Schw
eizerisches 

Recht, 1966, S. 247f.; V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 259.

K
urt Eichenberger, Problem

atik der parlam
entarischen K

ontrolle, in: ders., Staat der Gegenw
art, S. 415, 420; ders., 

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）
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D
ie K

ontrolle in der rechtsstaatlichen D
em

okratie der Gegenw
art, in: ders., Staat der Gegenw

art, S. 130, 133; V
oßkuhle 

(A
nm

. 10), S. 259.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 258.

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Loew

enstein, id at 15, 47-48; ders., (A
nm

. 37), S. 15, 45.

邦
訳
、
二
七
、

六
二
頁
。
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
一
）
一
一
二
頁
。

Reinhold Zeppelius, Problem
felder der M

achtkontrolle, in: D
etlef M

erten (H
rsg.), Gew

altentrennung im
 Rechtsstaat 

– Zum
 300. Geburtstag von Charles de M

ontesquieu, 2. A
ufl., 1997, S. 27.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 265.

M
ax W

eber, W
irtschaft und Gesellschaft, 5. A

ufl., 1972, S. 822.

邦
訳
と
し
て
、
石
尾
芳
久
（
訳
）『
国
家
社
会
学
〔
改
訂
版
〕

─
─
合
理
的
国
家
と
現
代
の
政
党
お
よ
び
議
会
の
社
会
学
─
─
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
二
年
）
一
八
頁
。

W
eber (A

nm
. 43), S. 852.

邦
訳
、
八
七
頁
。

Carl Schm
itt, D

er Begriff des Politischen – T
ext von 1932 m

it einem
 V

orw
ort und drei Corollarien, 3. A

ufl., 1963, S. 
26f.

邦
訳
と
し
て
、
菅
野
喜
八
郎
（
訳
）「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」
長
尾
龍
一
（
編
）『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
作
集
Ⅰ
』（
慈
学
社
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
二
五
三
─
二
五
五
頁
。
こ
こ
で
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
ニ
ク
ラ
ス
＝
ル
ー
マ
ン
も
参
照
し
て
い
る
。N

iklas Luhm
ann, M

acht, 4. 
A

ufl., 2012, S. 83ff.

邦
訳
と
し
て
、
長
岡
克
行
『
権
力
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
六
年
）
一
一
二
頁
以
下
。

W
eber (A

nm
. 43), S. 28.

邦
訳
と
し
て
、
清
水
幾
太
郎
（
訳
）『
社
会
学
の
根
本
概
念
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
八
六
頁
。

Charles-Louis de Secondat, Baron de la Brède et de M
ontesquieu, D

e lʼesprit des lois, 1748 (1979), p. 301.

邦
訳
と
し
て
、
野

田
良
之
・
稲
本
洋
之
助
・
上
原
行
雄
・
田
中
治
男
・
三
辺
博
之
・
横
田
地
弘
（
訳
）『
法
の
精
神　

上
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
三
〇
二
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 265ff.

K
arl Engisch, Logische Studien zur Gesetzesanw

endung, 1960, S. 15.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 298ff.

フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
決
定
す
る
力
の
三
分
立
を
唱

え
る
。
つ
ま
り
、
事
実
作
成
、
法
律
解
釈
、
憲
法
解
釈
で
あ
り
、
本
文
に
あ
る
よ
う
に
事
実
作
成
は
原
審
、
法
律
解
釈
は
上
訴
審
、
憲
法
解
釈

は
「
憲
法
の
番
人
」
で
あ
る
憲
法
裁
判
所
に
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
。V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 305.

シ
ョ
イ
ナ
ー
を
ス
イ
ス
国
法
学
に
倣
っ
た
人
物
と
同
じ
く
理
解
す
る
文
献
と
し
て
、K

laus Stern, D
as Staatsrecht der Bundesre-

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）
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publik D
eutschland, Bd. 1., 2. A

ufl., 1984, S. 988f.

邦
訳
と
し
て
、
赤
坂
正
浩
・
片
山
智
彦
・
川
又
伸
彦
・
小
山
剛
・
高
田
篤
（
編
訳
）

『
ド
イ
ツ
憲
法
Ⅰ　

総
論
・
統
治
編
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）
三
三
六
頁
（
小
山
編
・
川
又
訳
）。

U
lrich Scheuner, V

erantw
ortung und K

ontrolle in der dem
okratischen V

erfassungsordnung, in: ders., Staatstheorie 
und Staatsrecht, 1978, S. 298.

U
lrich Scheuner, D

ie K
ontrolle der Staatsm

acht im
 dem

okratischen Staat-D
ie Eingrenzung der M

acht in der V
er-

fassungsordnung der Bundesrepublik D
eutschland, 1977, S. 9.

Scheuner (A
nm

. 52), S. 304.
Scheuner (A

nm
. 52), S. 304.

（
引
用
中
の
〔
〕
は
、
筆
者
。）

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 260f.

シ
ョ
イ
ナ
ー
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
一
）
一
一
二
─
一
一
六
頁
。
た
だ
、
シ

ョ
イ
ナ
ー
自
身
は
「
個
人
の
自
由
の
保
護
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
的
と
機
能
に
挙
げ
て
い
る
。Scheuner (A

nm
.52), S. 8, 15.

K
arl-U

rlich M
eyn, K

ontrolle als V
erfassungsprinzip – Problem

studie zu einer legitim
ationsorientierten T

heorie der 
politischen K

ontrolle in der V
erfassungsordnung des Grundgesetzes, 1982, S. 356; V

oßkuhle (A
nm

.10), S. 261.
M

eyn (A
nm

. 57), S. 389.
M

eyn (A
nm

. 57), S. 201.
M

eyn (A
nm

. 57), S. 25f.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 261.

マ
イ
ン
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
一
）
一
一
七
─
一
一
九
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 261f.

ま
た
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
と
マ
イ
ン
両
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
に
お
い
て
裁
判
所
の
位
置
づ
け
は
き
わ
め

て
低
い
。Scheuner (A

nm
. 52), S. 296f.; M

eyn, (A
nm

. 57), S. 335.

柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
一
）
一
一
四
、
一
一
八
─
一
一
九
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 257.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 262.

Brunner (A
nm

. 37), S. 68.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 262.

ブ
ル
ン
ナ
ー
も
国
家
機
能
を
（
基
本
）
決
定
、
実
施
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
分
割
す
る
点
で
、
レ
ー
ヴ
ェ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
結
論
、
す
な
わ
ち
機
能
論
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
国
家
機
能
を
分
割
す
る
に
あ
た
っ
て
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
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）

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）
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シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
機
能
の
分
割
を
方
法
論
レ
ヴ
ェ
ル
で
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
が
「
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に

依
拠
し
て
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
、
全
面
的
に
賛
同
で
き
な
い
。Brunner (A
nm

. 37), S. 48f.

柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
二
）、
一
三
七
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 262f.

ブ
ル
ン
ナ
ー
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
二
）
一
三
六
─
一
四
二
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 263.

第
三
の
長
所
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
二
）
一
四
七
頁
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 263.

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ク
レ
プ
ス
が
指
摘
し
て
い
た
。
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
二
）
一
五
一
─

一
五
二
頁
。

W
alter K

rebs, K
ontrolle in staatlichen Entscheidungsprozessen-Ein Beitrag zur rechtlichen A

nalyse von gericht
lichen, parlam

entarischen und Rechnungshof-K
ontrollen, 1984, S. 27.

K
rebs (A

nm
. 70), S. 17; V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 264.
K

rebs (A
nm

. 70), S. 34; V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 264.

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 263f.

ク
レ
プ
ス
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
・
前
掲
註
（
1
）（
三
・
完
）
一
三
〇
─
一
四
〇
頁
。

こ
の
言
葉
、
特
に
“Funktion
”は
訳
出
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
各
権
力
と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
い
手
の
間
の
関
係
が
語
ら
れ
る
場
合
は
、

“Funktion

”を
「
作
用
」
と
訳
し
、
そ
れ
に
伴
い
“ funktionsadäquat

”も
「
作
用
に
適
合
し
た
」
と
訳
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ら

の
作
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
い
手
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
「
作
用
の
内
部
」
が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
“Funktion

”を
「
機
能
」
と
訳
し
、
そ

れ
に
伴
い
“funktionsadäquat

”も
「
機
能
に
適
合
し
た
」
と
訳
す
る
。
作
用
内
部
に
お
け
る
「
裁
判
官
に
よ
る
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

を
問
題
と
す
る
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
、
後
述
の
よ
う
に
「
機
能
に
適
合
し
た
」
課
題
の
処
理
を
問
題
と
す
る
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 264.

こ
の
危
険
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
プ
ス
自
身
も
認
め
て
い
る
。K

rebs (A
nm

. 70), S. 36f.

柴
田
・
前
掲

註
（
1
）（
三
）
一
三
六
─
一
三
七
頁
。

「
力
」
を
持
た
な
い
機
関
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
を
打
ち
出
し
た
ブ
ル
ン
ナ
ー
は
、
裁
判
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
否
定
す
る
。「
裁
判
官
の
独
立
の
原
則
か
ら
、
行
政
の
監
督
と
比
較
で
き
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
は
裁
判
の
領
域
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
生
じ
る
。」Brunner (A

nm
. 37), S. 173.

こ
の
言
及
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
ブ
ル
ン
ナ
ー
を
明
示
的
に

引
用
し
、
批
判
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
構
想
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
個
別
論
を
批
判
し
て
い
る
。

V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 271.

（
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）

（
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）

（
69
）

（
70
）
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V
oßkuhle (A

nm
. 10), S. 274.

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
引
用
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
ク
レ
プ
ス
の
議
論
で
あ
り
、
フ
ォ
ス
ク
ー
レ
は
脚

註
に
お
い
て
該
当
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。K

rebs (A
nm

. 70), S. 17, 36f., 46f.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 274f.

最
後
の
引
用
は
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
指
摘
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
。Eichenberger (A

nm
. 

39), S. 132.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 275f.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 303.
V

oßkuhle (A
nm

. 10), S. 303f.
V

oßkuhle (A
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